
2026 　　年　　1　月　　20 　日

こぱんはうすさくら　池辺教室

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 36 特にありません。

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 34 1 1
送迎時など配置が大変なのだろうと思って

います。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

と思いますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、

バリアフリー化や情報伝達等への配慮が適切になされていると思いま

すか。

35 1

活動する場所、勉強する場所がしっかり分

かれており、視覚的にも分かりやすく書か

れたボードが利用されている。

4

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いま

すか。また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いま

すか。

34 2

清潔を心がけるようにしていますが、心地

よい環境で過ごせるよう今後も気を付けて

参ります。

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性の

ある支援が受けられていると思いますか。 
35 1

精神的に崩れてしまった時、相談すると適

切に対応して頂き、その状態が長く続いて

しまうということがないので有難い

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援

内容と合っていると思いますか 。
35 1 合っていると思う。

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観

的に分析された上で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）

が作成されていると思いますか。

36

いつも我が子のことをよく理解して下さっ

ているなと感じます。真剣に相談にのって

頂き感謝しています。

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドライ

ンの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、

「家族支援」、「移行支援 」で示す支援内容からこどもの支援に

必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が

設定されていると思いますか。

35 1

今までも、具体的に支援を作成してもらっ

ています。

説明を受けても、難しいですが、内容設定

はされているのは理解出来ている。

9
放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思います

か。
36 行われていると思います。

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると

思いますか。
36

家では出来ないようなプログラムもあり、

楽しそうだなと思います。

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動

する機会がありますか。
32 3 1

個人的に参加出来ていないが、事業所の活

動はある。

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等

について丁寧な説明がありましたか。
36

最初の説明の際、丁寧に教えて頂きまし

た。契約時にも説明を受けている。

13
「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明が

なされましたか。
36 してもらっています。

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレー

ニング等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われ

ていますか。

36 1

ペアトレ、保護者会など1年を通じて開催

されている。BBQや夏祭り、今年はお父

さんイベントも開催されました。

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の

状況について共通理解ができていると思いますか。
35 1

ちょっとしたことでもお電話やリトムで伝

えて下さり、安心出来ています。

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 36
忙しい中、子どもの様子で相談すると親身

に聞いて下さるので助かっています。

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 36

寄り添って頂いています。

とても可愛がっていると感じ、安心して送

り出せます。

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士

の交流の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。

また、きょうだい向けのイベントの開催等により、きょうだい同士

の交流の機会が設けられるなど、きょうだいへの支援がされていま

すか。

36

保護者会やBBQイベントなど、親やご

きょうだいを含めたイベントが毎年ある。

夏祭りはきょうだいも参加でき、楽しんで

いました。

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備され

ているとともに、こどもや保護者に対してそのような場があること

について周知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に

対応されていますか。

36

毎回のリトムのやりとりでも、ちょっとし

た相談に丁寧に答えて下さっていると思い

ます。相談ごとに快く受け入れて話を聞い

てくれます。つい、長話となってしまいま

す。

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされて

いると思いますか。
36

こまめに連絡を下さります。

面談や日々のやり取りで、様々な事に配慮

してもらえていると感じている

保

護

者

へ

の

説

明

等

負担額が変わる際、お手紙と変更用紙を頂

いております。契約時はしっかりと説明し

ています。

必ず、計画書を一緒に確認してもらってい

ます。

保護者会、勉強会、外部説明会、研修会な

ど積極的に取り入れ、保護者様同士の繋が

りのきっかけは作っています。

小さな事も有難いご意見だと思ってます

保護者様には嘘偽りなくお付き合いしたい

と思っています。

ご家庭内での課題などは、打ち明けて頂か

ないとわからないことも多いですが、寄り

添っていきたい思いです。

今後も職員と理解を高めていきます。

保護者会だけではなく、コミュニティが広

がるような行事イベントの開催は今後も実

施していきたいです。

保護者様だけではなく、お子さまも気軽に

相談してくれるような環境と関係性を心掛

けていきます。

ご連絡下さる方や発信される方には、様々

な情報を得ることが出来ます。教室では情

報伝達をしっかり行っています。

適

切

な

支

援

の

提

供

専門性を高められるよう、日々努力を今後

もしていきます。職員スキルもあげていき

たい。

公表した支援プログラムに沿って、支援提

供を行っています。

今後も保護者様と相談を重ねながら計画作

りを実施して参りたいと思います。

今後も意識して取り組めるよう努力して参

ります。

放課後等デイサービスの内容を意識し、支

援提供できるよう意識しています。

長期休暇プログラムや高学年向けのニーズ

別プログラムも実施しています。

コミハウにて、障がい、健常を問わない人

との関わりを行っています。地域の祭りな

どもあります。

保護者等からの放課後等デイサービス事業所評価の集計結果

公表日

事業所名 保護者等数(児童数)　40名　　回収数　３6件(割合〇％)

ご意見を踏まえた対応

環

境

・

体

制

整

備

基準は守られていると思います。

標準の人数配置で作られていると思いま

す。

教室内の破損等も出てきており、徐々に整

備しているのですが、子どもが破壊してし

まう、汚すなどについて、指導の強化をし

ないといけないと感じています。

整理整頓は心掛けていますが、子ども一人

一人が整理整頓が得意ではない為、補佐は

必要です。清掃は徹底しています。

公表



21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、

連絡体制等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者

に対して発信されていますか。

36

さくら新聞、写真つきで見やすく、楽しみ

にしています。ブログもあがっています。

自己評価の結果を確認することが出来ま

す。

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 35 1

適切だと思います。

子ども、保護者が特定されないよう配慮が

ある。

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯

マニュアル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知

・説明されていますか。また、発生を想定した訓練が実施されて

いますか。

35 1
相談室の壁などにも掲示されているものも

あり、いつでも見ることが出来ます。

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他

必要な訓練が行われていますか。
34 2 定期的に実施してくれている。

25

事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知され

る等、安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思い

ますか 。

36 安全に支援を行っていると思います。

26

事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな

連絡や事故が発生した際の状況等について説明がされていると思

いますか。

35 1

報告は実際にありました。その後の改善案

などもお知らせ下さり、とても丁寧でし

た。

27 こどもは安心感をもって通所していますか。 35 1

安心していると思います。

苦手な子がいる日があるようですが、事業

所として見守って下さっています。

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 32 4
好きな集団やイベントに「早くこの日にな

らないかな」と言っています。

29 事業所の支援に満足していますか。 36

とても丁寧にご指導して下さり、感謝して

おります。

親子共々寄り添ってもらい感謝してる。

満

足

度

安心して通所してもらえるように努力しま

す。

高学年は、自分の時間を作りたい子も増え

ますので、余暇も充実出来る過ごし方を提

供していきたいです。

ありがとうございます。

今後も頑張ります。

月1回の新聞と行事報告として、該当者に

報告書をあげています。外出や就学前SST

ではフィードバックを作成し、保護者様に

配布しています。

今後も十分な配慮を実施していきます。

非

常

時

等

の

対

応

マニュアルは、しっかり用意しておりま

す。契約時に説明をいれております。

予定や実施したら報告なども行っていま

す。避難訓練なども定期訓練としていま

す。

安全は第一と考えております。今後も努力

していきます。

怪我などがあった場合、しかるべき対応と

処置を迅速に行っております。

保

護

者

へ

の

説

明

等



　　　2026　　年　　１　月　　20　日

チェック項目 工夫している点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。

子どが運動できるスペースが確保されてい

る。

基準はクリアしている、工夫次第。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切で

あるか。

配置人数などは適切である

配慮が必要な曜日は手厚い体制にしてい

る。担当者が明確にされている。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になってい

るか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー

化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

工程表や障がいに対した提示物がわかりや

すく表示されている。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。

また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。

定期的に大掃除を実施。物を増やさない努

力を行っている。換気や消毒など感染対策

を行っている。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認め

られる環境になっているか。 

個別を実施する部屋が用意されているの

で、場合によっては使用可能としている。

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、

広く職員が参画しているか。

目標設定は明確にしている

イベント前後の打ち合わせ、振り返りが出

来ている。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け

ており、その内容を業務改善につなげているか。

ご意見に対して真摯に受け止めることを常

に話している。保護者の意向を業務に反映

されている。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に

つなげているか。

職員の意見は必ず聞くようにしている。

職員同士、話し合いを行っている

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげてい

るか。
現在の所は外部評価は実施していない

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で

研修を開催する機会が確保されているか。

研修は実施している。保護者様と一緒に学

ぶ機会もある。外部研修などにも1部の職

員は参加し、質の向上を行っている

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。 実施している。公表もしている。

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者

のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス

計画を作成しているか。

保護者様のニーズを確認する為に

お聞き取りシートを活用している

13

放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理

責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、

こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。 

職員としっかりと話し合い、情報の共有を

行い、共通理解を行うようにしている。子

どもの変化があった時も情報共有を行って

いる。

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援

が行われているか 。

必ず共有している。利用者日報にも記され

ており、職員に共有されている。

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォー

マルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマル

なアセスメントを使用する等により確認しているか。

活用している。標準化されたアセスメント

だけでは情報は薄いので、別紙でまとめを

作成することも入れている。

16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドライン

の「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、

「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい

及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に

設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

計画書には盛り込まれている。

各関係機関と連携を図り、設定されている

と思う。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。

活動内容によっては、チームで行ってい

る。職員によってはまだ立案していない人

もいる。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。

活動内容は、固定化しないよう担当制で受

け持ちをしている。季節行事などもしっか

りと取入れの中に入れている。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて

放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。

個別も集団も大事にしているので

子どもに合わせて計画している。子どもの

目標に合わせてもいる。

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の

内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行って

いるか。

朝礼は毎日実施。

活動内容によっては、数日前より周知でき

るようにする。職員日報に情報を落とすこ

とはしている。昼礼も実施。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援

の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。

気付いた点などがある場合、当日、または

翌日に共有している。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善に

つなげているか。

支援計画についてを意識した記録の

仕方を促しているが、人によっては日々の

支援状況を記入されている。適

切

な

支

援

の

提

供

7

なかなか計画書の内容に沿って記録の記入

をするのが難しいのか。説明はしている

が、なかなかやり切れていない様子。

6 1

集団は2ヶ月前に作成を始めていますが、

その時の子どもの様子によって、急遽内容

を変更している。

5 2

行うのを前提としているが、毎日やり切れ

ていないこともある。

職員によって、実施する人、しない人が出

てしまう。なかなか改善出来ない。

適

切

な

支

援

の

提

供

4 2
帰宅前に実施するには、簡単な振り返りで

あっても、毎日残業となってしまう。

4 3

児発や放デイの合同のプログラムなども取

り入れているため、チームで作っているも

のは多くあります。

7

職員のやりたいことも入れながら、方向性

だけをかえずにプログラム作成を行ってい

ます。

5 1

必ず、実施したことへのフィードバックを

児発管から伝えてもらえるようにしていま

す。

7

計画内容を落としても、職員の認識には差

がでてしまう。実際にやりながら覚えてい

くよう促しが必要。説明をしても、聞かな

い人への対応が出てしまう。

6 1
職員の価値観の異なりで支援にブレが出な

いようにしていきたい。

6 1

共有していても、個人の受信の仕方で支援

内容が異なってしまう。都度、自己判断す

る人支援を再度落とす必要がある

6 1

研修の機会は設けております。ひとりひと

りが、研修で学んだことを般化してもらい

たいと思います

7

様々なツールから、プログラムが確認でき

るようにしているので、今後も配信してい

きたい。

7

子どもが自分の気持ちを伝えられることが

出来るなら、それに応えられるようにして

います。

業

務

改

善

6 1

責任ある持ち仕事を常勤者にもってもら

い、自分でどうしたら業務がこなせるのか

を自覚をもってもらっている。

6 1

保護者様からご意見があれば、すぐに話し

合いの場をもち、すぐの対応を実施するよ

うに心掛けています。

5 2
段差、階段には気を付ける様、過剰になら

ない程度に声かけを実施しています。

5 2

時々整理し片付けを促している。掃除が行

き届いてないと感じた人から率先して掃除

を行えばいい。

5 2
業務改善に繋がるという明確な理由を伝

え、前向きに取り組めるようにしている。

4 3
実施できてはいません。

必要となれば、実施します。

5 1

個別部屋に放デイの荷物を置いていること

もあり、収納場所の確保は出来ないので、

不必要なものを整理することが必要

はい いいえ 課題や改善すべき点

環

境

・

体

制

整

備

6 1 児発と放デイの部屋がわかれており、人数

過多とならないようにしている。

6 1
必ずいないとならない職員数はいるように

しています。

放課後等デイサービス事業所における自己評価結果

公表日 事業所名 こぱんはうすさくら　池辺教室

公表



23
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直し

の必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。

管理者より、適切な見直しが共有されてい

る。カンファレンスも実施している。

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組

み合わせて支援を行っているか。

意識して作成していると思うが、地域交流

の活動が難しいように感じる。

25
こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定

をする力を育てるための支援を行っているか。

意識して提供出来ていると思う。

自己決定や意思は確認しながら支援するよ

う心がけている。

26
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、

そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
管理者・児発管が参加している。

27
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、

教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。

各関係機関と連携を図っている。児童精神

医療などにも今年は繋がった。

28

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校

時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）

を適切に行っているか。

保護者様を介して行ってもらうこともある

が、学校と直接のやり取りを取ることも出

来ている。

29
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達

支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。

訪問へ行くこともあり、情報の収集は出来

ている。卒園後も顔の繋がる関係でありた

い。

30

学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所

等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等して

いるか。

学校を卒業してからのプロセスは出来てい

るので、後は実施するのみ。特支の高等学

校の教員とは繋がることが出来た。

31
地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じて

スーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。

療育センターとは繋がりを持たせてもらっ

ている。

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動

する機会があるか。

地域ケアプラザやコミハウなどと繋がりを

持っている。そこで合同企画などを開催

し、子どもにも参加してもらった。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 管理者・児発管は参加している。

34
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や

課題について共通理解を持っているか。

管理者中心に行っている。日々のことは、

職員が保護者様に事業所内であった出来事

をお伝えしている。

35

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ

ラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の

機会や情報提供等を行っているか。 

管理者中心に行っている。

36
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を

行っているか。
管理者・児発管が中心に行っている。

37

放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の

意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、

こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。 

お聞き取りシートなどを活用しながら、実

施している。

38
「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、

保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。

管理者中心に行っている。

定期的に実施されている。

39
家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や

必要な助言と支援を行っているか。

管理者中心に行っている。職員にも情報を

落としてくれる。

40

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、

保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、

きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。

企画はされている。BBQ、お祭り、父の

日企画などが今年行われた。

41

こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するととも

に、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に

対応しているか。

管理者・児発管中心に行っている。

情報は共有してもらえる。

42

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することに

より、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に

対して発信しているか。

管理者が新聞、ブログを配信している。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 努力している。

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮

をしているか。

難しい課題ですが、意思疎通が取れない

子にも指さし、マカトンなどを教えて

いくなどを行っています。

45
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営

を図っているか。

地域住民の招待を事業所内では行えていま

せんが、今後実施したい。親目線では、必

要ないという意見もある。

46

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、

感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとと

もに、発生を想定した訓練を実施しているか。

契約時に実施しています。

訓練に関しては、マニュアル通りに実施す

ることは少ないが、実際は行えている。

非

常

時

等

の

対

応

5 2
マニュアルは全てあります。

職員や保護者様によっては、周知しきれて

いないこともあるかもしれないので、改善

内容をまとめ、担当職員から伝えてもらう

こともあるが、もう少し主導をもって保護

者様と関われると良い。

7
気持ちを汲み取りたいという気持ちで

関わりを持っていますが難しさは感じる。

3 4

地域の活動に参加することは行っているの

で、事業所でも行いたいが、何を行うべき

か悩むところではある。

7
すべて、中心者が管理者となっているので

負荷がある。職員が中心となれるとよい。

7

自覚の薄さで、個人情報の扱いと意識が薄

い職員もいる。都度伝えていくことが必

要。

様々な関係機関と繋がりをとりたいが、現

段階は近隣区の基幹と関係を持つことがメ

インとなってしまった。

3 4
もっと、合同で行えるような関りを持って

いかれるとよい。

7

保

護

者

へ

の

説

明

等

6 未１

改定されるようなことがあった時は、都度

お便り配布し、保護者から承諾をもらって

いるが、知らない職員がいる。

7

児発管が情報を落としているのが中心と

なっているが、担当制をしているので、担

当職員が中心者となれるとよい。

7

すべて、中心者が管理者となっているので

正直、時間と用意で負荷がある。内容によ

るが、職員が中心となれるとよい。

7
すべて、中心者が管理者となっているので

負荷がある。職員が中心となれるとよい。

7
児発の児発管が機能していない為、放デイ

の児発管が補っている。

7

7 もっと増やしていきたい。

4
2

未１

もう少し、移行支援先について連携をとれ

るようにしたい。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

7
他の職員にも横の繋がりを他事業所、関係

機関と行ってもらいたい。

7
連携は大切に考えている。繋がりも深い関

係機関もある。

6 未１

もう少し、コンスタントに連携を取りにい

きたい。特定の学校とはかなり深く話すこ

とが出来ている。

6 1
今後も参加は絶対にしていきたい。できれ

ば、他職員も参加してもらいたい。

7
現場の職員たちも積極的に関わりを保護者

様と取っていかれるとよい。

6 1

適

切

な

支

援

の

提

供

7

モニタリングだけではなく、変更しなくて

はならないことがあれば、都度の話し合い

を行っています。

5 2

他職員が中心者となる時は、意識しきれな

いこともあるが、誰でも意識出来るのが望

ましい。

6 1

他職員が中心者となる時は、意識しきれな

いこともあるが、誰でも意識出来るのが望

ましい。



47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、

定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。

外部で防災センターに訓練に行くなど

取り入れを実施。今年は、水害についてを

訓練しています。

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認

しているか。

契約時に確認しています。一部の子の服薬

をしていることは知っている。明確な把握

はしきれていない。

49
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応

がされているか。

医師の判断に基づくようにしていますが、

明確に把握出来ていない人もいる。

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な

措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。

安全計画は作成されている。発生時には、

原因、防止策について話し合いを行い、再

発防止に務めている。

51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全

計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。

安全確保に関しては、契約時説明などでも

行っているが、都度追記されることがあれ

ば説明を行っている。

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について

検討をしているか。

ヒヤリハットは現在はラインで共有されて

いる。

53
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を

しているか。

研修などはしっかりと実施している。管理

者と児発管は外部の横浜市研修に参加して

いる。

54

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に

決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、

放課後等デイサービス計画に記載しているか。

身体拘束については、知っている職員もい

ますが、細かい内容を確認できるものがな

いと感じる。

アレルギーのお子さまの対応は、

保護者様を通して伝達を頂いております。

6 1

安全管理は、今後もしっかりと行っていき

たい。安全についての職員の意識を同じに

したい。

非

常

時

等

の

対

応

5 2

避難訓練や外部の災害時訓練は実施して

います。リトムなどで保護者様に実施報告

を行って頂ければと思う。

6 1
てんかんや、発作時の対応、服薬管理につ

いて、今一度説明をしていく必要はある。

7
虐待に繋がる言動をする職員への対応に頭

使うことが多くある。

6 1
詳しく保護者様へ伝えきれていないことも

あるので、今後実施していきたい。

6 1

細かい内容としてはしっかりと伝えきれて

いないかと思いますが、それも行えるよう

にしたい。

7

ヒヤリハットの担当者を変更した。細かい

ことまで情報が上がるようにはなったが、

事例集などは作成していません。

5 2


